
第２次関ケ原町いのちをつなげる自殺対策計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

          指標 第２次策定時 令和12年目標値 

関ケ原町 自殺者数 (令和元年～令和５年) ６人 (令和7年～令和11 年) ３人以下 

 

「第３次ヘルスプランせきがはら」休養・こころの健康の目標指標より 

指標 第２次策定時 (令和６年) 令和12 年目標値 

最近ストレスを強く感じた人の減少 
＊ここ１か月ストレスを強く感じた人 

中学生 18.3％ 15.0％以下 

青壮年期（16～64歳） 28.9％ 25.0％以下 

高齢期（65歳以上） 11.0％ 11.0％以下 

自分にあったストレス解消をしている人の増加 
＊ストレス解消が「十分できている」又は「何とかできている」人 

青壮年期（16～64歳） 61.2％ 70.0％以上 

高齢期（65歳以上） 73.0％ 84.1％以上 

悩みの相談相手がいる人 

小学生 95.2％ 90.0％以上 

中学生 84.1％ 90.0％以上 

青壮年期（16～64歳） 85.1％ 90.0％以上 

高齢期（65歳以上） 80.8％ 80.0％以上 

睡眠で休養がとれている人の増加 ＊ここ１カ月日頃の睡眠で疲れがとれているか 

成人：「十分とれている」「まあまあとれている」の合計 

高校生：アンケート項目として実施していない 

20～64歳 47.7％ 50％以上 

高齢期（65歳以上） 71.2％ 75％以上 

健康日本21 目標：80％(令和14年) 

自分は健康で楽しく生活できていると感じている人の増加 
中学生 78.6％ 80.0％以上 

青壮年期（16～64歳） 74.9％ 80.0％以上 

高齢期（65歳以上） 72.1％ 80.0％以上 
 

計画の全体像 計画期間：令和８年度～令和12年度 計画書P1 
 

概要版 

 

自殺対策にかかる基本認識 計画書P2 

 

基本施策 

計画書P28 計画書P31 計画書P33 計画書P37 

 

重点施策 

計画書P42 計画書P44 計画書P46 計画書P47 

数値目標 
 

          指標 第２次策定時(令和６年) 令和12 年目標値 

ＳＯＳの出し方に関する教育の実施 １回 １回以上 

 

評価指標❶ 

評価指標❷ 


